
その主要定絡を表ー1，回路系統を凶ー3 に示す。本体の構成お

よび各部の機能は表ー2のとおりで，本体はトンネル入口付近の

屋外に;没後されるので，内部を気密櫛造とし，さらに屋外用き

ょう体内に収容されている。外ブースタに対して同線設計上特

にlIti ;J<される要素として士骨柄掠のi直線性がある。
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基地局方向憎師iMは

最大 8 波が同時に到来

表 3 DC-AC イ ンバータ

主要性能

する場合があ りうるの 入力電圧 DC 24 V 

で相互変調の抑圧，マ 出力電圧 ACI∞ V :l:: 50%
出力電流 5A(低tA負荷)

7-キング効果の軽減な
出力周波数 ì 50c/. あるいはóOc/.

どに考慮を払った。図 | 
出力波形 l 抵抗負何で短形波

-4に増岡宮告の直線性の 能 率 11 65% 以上

一例を示す。なお内プ | 入力電圧 DC24 V士九V
周波数変動寧 l で l卜ト白-寸-

一 スタの所要電力 (A氾 j_ -
100V) は，外ブ-7-?より導波線を使って高周波と重佐供給す

るが，重符結合は電力重畳分配il:fで行なう。そう入損失は約

0.5dbである。外ブー スタの外観を写真ーlに示す。
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(2) 中継務用電源架 この装置は内・外プースタ用の電源装

置で商用電源通電l待は直媛それを出力とし，停電時は停電を検

LU して蓄電池を電源としてインパータを動作させ，負荷に連続

的に電力を供給する装置である。この装置は DC..AC インパー

タ，答電池および充電総で構成される。インパー タの主要性能

を表 3に示す。インパー タは崩用電源停電時のみ動作し，電池

放電電 IAt により駆動，短形波

100V を )ö ~ lcする。帯電池は 24

V , 200AH のアルカリ電池で

8 時間停';11に耐えるよう設計さ

れている。インバータ出力は外

プースタの A.V. R.に入り共振

動作により正弦波に変換，かつ

定電圧化される。充電擦は上記

帯電池の充電用で限時継電訴の

時間整定回路により充電または

停止操作を自動的に行なう。充

電時間は24時間まで任意に選定

できる。また充電中に停電が発

生した場合の再充電も自動的に

行なえるよう設計されている。

充電球は入力 Ac 100V 単組 50

または 60c/s で動作し，直流出

力を供給できる。内・外プースタ 写真一1 ト ンネル外ブースタ外観
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表ー4 トンヰル内ブースタ主要定格

一-JP-7戸空吐竺三竺竺旦一
使用周波数 I 451.'-452.'mc I 412.・ -414.'mc
基準入力レベル範囲| ー18土 2dbm -34--49dbm 

I 18-30db(入力 18 I 18-30 db (入力 一49
増 幅 利 得 dbm においてí .U I dbm において)

I Odbm以上(入力一 I -16dbm 以上(入力
最 大 出 力 18dbm において) I -34db;;;) において

-30db 以下(t.l:l力一
16dbm 以下において)不要幅射電力 Odbm 以下

への電源系統および電源架の外観を図ー5 および写真ー2 に示す。

なお電源架は商用停電を検出し，外プ一月タに伝達する機能を

もっている。
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